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【緒言】A-siteに Pbまたは Bi、B-siteに 3d遷移金属イオンを持つペロブスカイト型化合物
は、(反)強磁性、強誘電性を同時に持つマルチフェロイクス化合物の候補物質として知られ
ている[1]。最近、当研究室において、マルチフェロイクス化合物の候補物質の 1 つである
ペロブスカイト型酸化物 PbFeO3の合成にはじめて成功した[2]が、その詳細な結晶構造につ
いては明らかになっていない。そこで本研究では、放射光 X 線回折実験により高精度かつ
角度分解能の高い回折データを取得し、構造の詳細を解明することを目的とした。 

【実験方法】PbFeO3は、PbO、PbO2 および Fe2O3 粉末をモル比 1:1:1 で混合し、これを出
発物質として、キュービックマルチアンビル型高温高圧装置を用いて 7 GPa、1100 °C、30 min 

の条件で合成した。この操作を複数回行って混合したものを測定試料とした。得られた試料
は、実験室の粉末 X 線回折装置(CuKα線を使用)により、ほぼ単相であることを確認した。
放射光 X 線回折測定については、高エネルギー加速器研究機構の放射光研究施設の BL-4B2 

に設置された多連装粉末回折計により室温にて実施した(λ = 1.20 Å)。 

【結果・考察】PbFeO3 の CuKα線による
回折パターンと放射光 X 線回折パターン
を Fig. 1に示す。CuKα線を用いた X線回
折の結果から、6ap×2bp×2cp (ap, bp, cpはペ
ロブスカイト単位格子の格子定数)の斜方
格子をとると考えられた。一方、放射光 X

線回折パターンでは、CuKα線の場合と比
べ、ピークがシャープになり、マイナーピ
ークやピークの分裂を確認することがで
きた。特に、面間隔が 4 Å付近において、
新たなピークを観測した。これらの結果か
ら、放射光 X 線回折の測定結果を用いて
結晶構造解析を行う必要があることが分
かった。現在、他のモデルを含め、検討中
である。 
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Fig. 1 X-ray diffraction patterns of PbFeO
3
 

using  CuKα and synchrotron radiation.


